
厚真町こども園つみき 

園だより 

 

６月号 

令和７年５月３０日 

 

《保育理念》 

「生きていく力を育む」 

《保育目標》 
・僕らの暮らし 「その人らしさ」「食」「自

然との関り」を大切にします。 

・僕らの思い 「おもいやり」「楽しい」を大

切にします。 

・僕らの挑戦 「一人ひとりのやりたい、やっ

てみたい」「試行錯誤」を大切にします。 

 

２日（月）安全点検日 個人面談週間～１３日（金） 

３日（火）つみき見学者来園（保育関係者等５１名） 

  １６日（月）こぐまクラブ青空教室(ぱんだ・きりん) 

 １７日（火）あつまデイサービス交流（ぱんだ・きりん） 

１９日（木）遠足（こあら・ぱんだ・きりん）【お弁当】 

２０日（金）遠足予備日（こあら・ぱんだ・きりん）【お弁当】 

       後日書面にてお知らせします 

２７日（金）避難訓練火災 

２８日（土）田舎祭りパレード参加(きりん) 

６月の予定 

 

 

５月２９日最高のお天気に恵まれ、のどかな田

園風景にカエルの鳴き声がしっかり響き渡る中、

きりん組の子ども達と保護者の皆さんと一緒に田

植えを行うことができました。 

田んぼに素足を入れると、ひんやりとした水と

ヌルヌルした土の感覚を味わいながら、苗を植え

ていく子ども達。植え方にも一人ひとりの性格が

垣間見られ、一人ひとりの素敵な一面を感じ取る

ことができました。 

保護者の皆さんにとっても、子どもと一緒に同

じ体験をすることで、感覚も気持ちも共通の思い

出となったことでしょう。今後も稲の生長観察～

収穫、食べるところまで様々な過程や工程を知

り、厚真のお米の大切さやおいしさを再確認して

欲しいなと思っています。 

 

 

 

厚真のお米を植えました 

今後の予定・・・ 

①田植え(保護者の皆さんと)→②生長観察(日々

の暮らしの中で)→③稲刈り(日々の暮らしの中

で)→④脱穀(日々の暮らしの中で)→⑤籾摺り

(日々の暮らしの中で)→⑥収穫祭・稲穂を使用し

た簡単な製作(保護者の皆さんと) 

地域との新しい繋がり 

 厚真町福祉会『あつまデイサービスセン
ター』から、利用者の方達と子ども達の交
流企画の申し出があり、喜んでお受けいた
しました。 
 子ども達にとって、自分たちの住んでい
る地域にはデイサービスセンターという施
設があること、利用者の方たちと一緒に遊
んだり、話す経験を通して様々な年齢、い
ろいろな人がいるということを知ることが
大切だと考えています。 
 
【あつまデイサービスの人たち・おじいち
ゃん・おばあちゃんと遊ぼう企画①】 
 
日 時：６月１７日（火） 
    １０：００～１１：００(予定) 
場 所：あつまデイサービス 
内 容：デイサービスの方が考えた遊び 
    子ども達が考えた遊び 
対象児：ぱんだ・きりん組 
 
＊歩いてあつまデイサービスに行きます。 
 雨天時は、町バスを利用します。 
＊９月下旬の交流は、うさぎ・こあら組を 
 予定しています。 
 

【重要なお知らせとお詫び】 
 
 令和７年度９月６日（土）開催の【うんとうごく
会】ですが、北海道胆振東部地震厚真町追悼式と重
なっているため、開催日を令和７年９月１３日
（土）に変更いたします。事前確認の不備をお詫び
申し上げるとともに、ご理解のほどお願いいたしま
す。大変申し訳ありませんでした。 


